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東北大学電気通信研究所 

この度、下記のとおり東北大学電気通信研究所 令和２年度（第１０回）RIEC 

Award の授賞式を執り行いますので、ご取材の上、ぜひ広報にご協力くださいますよ

うお願いいたします。 

RIEC Award は、東北大学電気通信研究所が、電気情報通信分野の学術研究の

発展に顕著な貢献があり、将来にわたり、当該分野の発展に寄与することが期待され

る優秀な若手研究者を顕彰することで、当該分野の発展を図ることを目的に、一般財

団法人電気通信工学振興会のもとに平成２３年度に創設した賞です。 

授賞式では、RIEC Award 本賞、東北大学研究者賞、東北大学学生賞が各受賞

者に授与されます。 

記 

１．授賞式 

日   時： 令和３年２月１８日（木） １７時１０分から１７時４０分 

同日開催の「東北大学 電気通信研究所 共同プロジェクト研究発表会」

に続いて開催 

（オンライン開催（http:www.riec.tohoku.ac.jp/project2020/） ）

２-．本賞受賞者 

氏   名： 藤田 和上 氏 （浜松ホトニクス株式会社） 

実   績： 「二重上位準位量子カスケードレーザーとテラヘルツ光源に関する研究」 

授賞理由： 藤田氏は、テラヘルツ波帯域の光源として広く普及している量子カスケー

ドレーザーにおいて、結合二重上位準位構造を考案し、従来の低周波数

動作の限界を解決したサブテラヘルツ帯域での動作に成功して、室温で

動作する高出力レーザーを実現されました。量子カスケードレーザーとテ

ラヘルツ光源の研究開発で、独創的なアイデアで世界最高性能のデバイ

スを実現し、製品としての実用化により社会に貢献するとともに、学術的に
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も高い評価を受ける研究成果を多数あげられました。これらの研究成果の

学術及び産業界に与えたインパクトは小さくなく、当該分野の発展に大きく

貢献するものと高く評価され、RIEC Award本賞にふさわしいものと認めら

れました。 

 

氏   名： 亀岡 弘和 氏 （日本電信電話（株）コミュニケーション科学基礎研究所） 

実   績： 「音響信号の要素分解と情景分析」 

授賞理由： 亀岡氏は、様々な音源、言語情報や非言語情報に関するフレーズやアク

セント成分などの要素が複雑に混在している日常生活の中の音響信号を

対象に、その高精度な要素分解を可能にする各種の数理モデル及びア

ルゴリズムを提案・実証してこられました。これらの研究成果は音響情報処

理分野で高く評価され、さまざまな応用が期待されています。これらが当該

分野に与えたインパクトは大きく、RIEC Award本賞にふさわしいものと認

められました。 
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